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 第 1 図は、2003 年 4 月～2008 年 1 月における栗駒山周辺の GPS 連続観測結果である。第 1図より「栗

駒２」観測点、2004～2007 年秋に山頂から南東方向に遠ざかる傾向にある。一点観測なので原因は不明

だが、地滑り等のローカルな現象ではないと考えている。 

第 2 図は、「だいち」PALSAR データによる栗駒山地域の干渉 SAR 解析結果である。第 2 図の解析では

期間は短いが、地殻変動はないと考えられる。 
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第 1 図 栗駒山周辺の GPS 連続観測結果（2003 年 4月-2008 年 1月） 

Fig.1  Results of continuous GPS observation around Kurikoma Volcanos from April 2003 to January 2008. 

15



火山噴火予知連絡会会報 第 99 号 

 

第 2 図 「だいち」PALSAR データによる栗駒山地域の干渉 SAR 解析 

Fig. 2  Interferometric analysis of SAR acquired by “Daichi” PALSAR around Kurikoma Volcano 
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